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おもいやりの心とともに



て
国
民
の
安
全
安
心
を
政
府
に

期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
も
諸
課
題
山
積
み
す
る

中
、
行
政
議
会
町
民
一
体
と

な
っ
た
ワ
ン
チ
ー
ム
で
対
処
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
●
少
子
化
対
策
…
「
未
来
へ

つ
な
ぐ
子
育
て
応
援
宣
言
」

「
子
育
て
す
る
な
ら
出
雲
崎
」

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て

の
支
援
を
国
に
先
行
し
て
取
り

組
み
４
年
連
続
転
入
超
過
、
県

内
外
か
ら
視
察
団
多
数
。

　
●
持
続
可
能
な
農
業
対
策
…

担
い
手
不
足
、
離
農
者
の
増
加

を
受
け
、
町
と
し
て
初
の
農
業

法
人
設
立
に
向
け
て
「
作
業
受

託
協
議
会
」
「
園
芸
品
目
協
議

会
」
を
発
足
。
２
０
２
５
年
法

人
化
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
。

　
●
農
漁
商
工
に
対
す
る
支
援

…
米
価
・
漁
価
の
低
迷
、
商
工

会
の
組
織
強
化
、
中
小
企
業
の

事
業
継
承
へ
支
援
。

　
●
教
育
…
公
設
学
習
塾
の
よ

り
充
実
し
た
体
制
強
化
。

　
●
妻
入
り
の
街
並
み
活
性
化

…
が
ん
ば
る
街
な
み
支
援
助
成

金
事
業
活
用
に
よ
る
多
数
の
飲

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

知
恩
報
恩
に

　
　
　
　
　

心
寄
せ

出雲崎町長

小 林　則 幸

昭
和
63
年
町
長
に
就
任
し
、

９
期
・
36
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
町
民
各
位
の
力
強
い
ご
支
援

ご
指
導
を
賜
り
、
大
過
な
く
町

政
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
「
恩
を
知
り
、
恩
に

報
い
よ
う
と
す
る
人
の
心
は
距

離
も
時
間
も
超
え
て
広
が
っ
て

い
く
。
そ
の
念
に
立
つ
と
き
、

人
間
は
最
も
気
高
く
強
く
な
れ

る
」
こ
の
意
義
を
、
清
新
の

気
、
一
杯
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
の
政
治
の
師
と
仰
ぐ
田
中
角

栄
先
生
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
の
最

後
の
判
断
は
「
公
６
分
」
「
私

４
分
」
。
最
後
は
私
心
を
譲
り

大
義
に
つ
く
べ
し
。
そ
し
て
常

に
鳥
瞰
俯
瞰
、
時
に
大
局
を
見

る
こ
と
が
肝
要
」
と
語
録
を
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の

決
断
に
、
今
や
「
明
鏡
止
水
」

の
境
地
で
す
。

省
み
ま
す
と
、
36
年
間
町
民

各
位
の
心
に
寄
り
添
い
、
誠
実

謙
虚
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、

李
下
に
冠
を
正
さ
ず
清
潔
に
徹

し
、
町
の
行
く
末
に
関
わ
る
重

要
な
事
柄
に
も
「
断
じ
て
行
え

ば
鬼
神
も
之
を
避
く
」
の
精
神

で
、
保
身
を
考
え
ず
自
ら
の
退

路
を
断
ち
、
批
判
を
受
け
な
が

ら
も
ブ
レ
る
こ
と
な
く
行
動

し
、
結
果
良
し
で
終
結
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町

民
各
位
の
良
識
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

主
た
る
事
柄
を
挙
げ
る
な
ら
、

●
町
の
観
光
拠
点
計
画
を
国

県
の
お
叱
り
を
受
け
な
が
ら
も

白
紙
に
戻
し
、
天
領
の
里
が
道

の
駅
に
指
定
を
受
け
、
あ
わ
せ

て
夕
日
ラ
イ
ン
橋
建
設
と
バ
イ

パ
ス
開
通
に
繋
が
り
ま
し
た
。

●
竹
下
内
閣
時
、
自
由
に
使

え
る
一
億
円
が
交
付
さ
れ
、
各

自
治
体
華
々
し
い
事
業
を
進
め

る
中
、
小
林
虎
三
郎
氏
の
米
百

俵
の
精
神
に
学
び
、
住
宅
団
地

造
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

●
バ
ブ
ル
期
、
海
岸
背
後
地
付

近
の
山
林
を
買
収
す
る
大
リ
ゾ
ー

ト
計
画
が
示
さ
れ
、
議
会
町
民
大

方
賛
成
の
声
が
高
ま
る
中
、
砂
上

の
楼
閣
と
判
断
し
、
断
固
受
け
入

食
店
の
出
店
。

　
●
諸
物
価
高
騰
へ
の
対
応
…

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
、
燃

料
費
の
助
成
。

　
●
買
物
難
民
対
策
…
海
岸
地

区
の
移
動
販
売
。

　
●
ヒ
ラ
メ
跡
地
へ
の
対
応
…

長
年
に
わ
た
り
荒
廃
し
、
観
光

に
も
暗
い
影
を
落
と
す
中
、
国

県
漁
業
者
の
理
解
を
い
た
だ
き

問
題
解
消
。

等
々
、
全
力
を
傾
注
し
て
参

り
ま
し
た
。
令
和
６
年
も
楽
観

を
許
さ
ず
厳
し
い
困
難
に
直
面

す
る
事
も
予
測
さ
れ
る
中
、
去

る
11
月
20
日
に
議
会
と
の
新
年

度
予
算
編
成
の
意
見
交
換
会
が

開
か
れ
、
新
年
度
に
向
け
て
の

基
本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

①
町
民
各
位
の
安
全
確
保

に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す

る
た
め
、
高
齢
者
障
が
い
者

向
け
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
含
め
た
庁
舎
の
増
築

　

②
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

に
は
「
先
づ
隗
よ
り
始
め

よ
」
の
精
神
で
、
町
の
地
球

れ
を
拒
否
し
ま
し
た
。

●
稲
川
畜
産
団
地
を
巡

り
、
土
地
の
利
用
に
関
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
り
、

町
の
将
来
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
国
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
安
全
な
公
共
関
与
の
エ

コ
パ
ー
ク
の
建
設
を
提
案
。

町
内
か
ら
の
反
対
の
運
動
が

高
ま
り
、
百
数
十
回
に
お
よ

ぶ
説
明
会
で
は
批
判
も
含
め

数
多
く
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
今
日
の

安
泰
に
繋
が
り
ま
し
た
。

●
て
ま
り
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
も
、
民
間
が
77
区
画

開
発
し
た
住
宅
団
地
は
十
数

年
経
て
も
ほ
と
ん
ど
売
れ
な

い
状
況
で
、
町
が
買
い
取
り

再
造
成
す
る
こ
と
を
提
案
。

議
会
を
は
じ
め
激
烈
な
反
対

を
受
け
な
が
ら
も
、
私
が
全

責
任
を
負
う
こ
と
で
許
可
を

得
て
、
結
果
と
し
て
町
の
中

で
も
有
数
の
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

昭
和
63
年
就
任
時
の
財
政

調
整
基
金
は
4
千
4
百
万

円
で
し
た
が
、
現
状
は

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申

し
上
げ
ま
す
。
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
て
お
ら
れ
る

こ
と
を
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

過
ぎ
し
年
を
省
み
ま
す
と
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

は
出
口
が
見
え
ず
、
イ
ス
ラ
エ

ル
パ
レ
ス
チ
ナ
ガ
ザ
地
区
に
お

け
る
軍
事
衝
突
の
悲
惨
極
ま
り

な
い
情
景
が
連
日
放
映
さ
れ
、

一
日
も
早
い
平
和
の
訪
れ
を
祈

る
中
、
北
朝
鮮
に
よ
る
軍
事
衛

星
の
打
ち
上
げ
を
は
じ
め
、
40

数
回
に
及
ぶ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
に
心
休
ま
る
こ
と
な
く
、

ま
た
こ
れ
ら
の
事
件
を
巡
る
大

国
の
覇
権
争
い
等
、
緊
張
感
高

ぶ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

国
に
お
い
て
も
、
所
得
税
減
税

問
題
や
相
次
ぐ
不
祥
事
に
政
務
三

役
の
辞
任
、
政
治
と
金
を
巡
る
問

題
が
浮
上
す
る
等
、
不
透
明
さ
が

増
幅
す
る
中
、
諸
物
価
の
高
騰
、

自
然
界
に
お
い
て
も
地
球
沸
騰
時

代
で
異
常
な
酷
暑
、
自
然
災
害
が

多
発
し
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る

等
、
波
乱
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
か
か
る
難
局
打
開
の
た
め

に
揺
る
ぎ
な
き
信
念
と
身
を
賭
し

温
暖
化
実
行
計
画
の
第
一
歩
と

し
て
町
民
各
位
の
電
気
自
動
車

購
入
に
補
助
金
交
付
、
公
用
車

の
配
備

　

③
福
祉
タ
ク
シ
ー
バ
ス
事
業

の
拡
充

　

④
大
門
公
営
住
宅
の
改
築
事

業
に
着
手

　

⑤
子
育
て
と
健
全
育
成
と
し

て
、
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
両
面
の
事

業
展
開
の
強
化
、
公
設
学
習
塾

の
さ
ら
な
る
充
実

　

⑥
後
期
高
齢
者
向
け
の
人
間

ド
ッ
ク
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
へ
の
助
成

し
か
し
今
後
も
越
後
線
を
は
じ

め
と
し
た
公
共
交
通
へ
の
対
応
、

地
元
開
業
医
を
含
め
た
地
域
医

療
へ
の
対
応
、
急
速
に
進
む
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
な
ど
、

一
時
た
り
と
も
気
を
抜
け
な
い
激

動
の
時
代
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
新
た
な

る
指
導
者
に
期
待
を
込
め
、
今

期
を
も
っ
て
勇
退
す
る
事
を
表

明
し
、
意
見
交
換
会
の
翌
日
に

新
聞
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

22
億
1
千
万
円
と
、
町
の
財

政
も
安
定
基
調
に
入
っ
て
い

ま
す
。

在
任
36
年
間
、
時
に
は
剣

が
峰
に
立
ち
、
多
種
多
様
な

課
題
に
対
処
し
て
参
り
ま
し

た
。
町
の
将
来
に
思
い
を

寄
せ
、
「
動
け
ば
雷
電
の
如

く
発
す
れ
ば
風
雨
の
如
し
」

と
、
時
を
逃
さ
ず
電
光
石
火

の
ス
ピ
ー
ド
感
で
全
身
全
霊

を
捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
後
は
町
民
各
位
の

良
識
の
結
集
が
今
日
の
町
政

の
安
定
に
繋
が
っ
て
い
る
事

を
肝
に
銘
じ
、
長
い
間
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
力
強
い
ご
支

援
と
ご
指
導
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

勇
退
後
は
市
井
の
人
と
し

て
町
の
発
展
を
祈
念
し
つ

つ
、
悠
々
自
適
、
人
生
100
年

に
挑
戦
し
て
参
り
ま
す
。
街

が
輝
き
人
が
輝
き
躍
動
す
る

町
の
更
な
る
発
展
を
願
い
、

町
民
各
位
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
老
兵
は
去
り
ま

す
。
た
だ
た
だ
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
街
が
人
が
輝
き
躍
動
す
る
町
」

「
知
恩
報
恩
」
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よ
り
、
食
料
品
、
ガ
ス
、
石
油

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
諸

資
材
の
価
格
が
上
昇
し
、
生
活

や
建
設
等
に
大
き
な
影
響
が
出

て
お
り
ま
す
。

観
測
史
上
最
高
を
記
録
し

た
「
猛
暑
」
に
よ
り
世
界
中
が

大
混
乱
し
、
我
が
国
で
も
連
日

の
猛
暑
に
よ
り
体
調
を
く
ず

し
、
生
活
上
大
変
な
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
ま
し
た
。

当
町
の
主
要
産
業
の
稲
作

で
メ
イ
ン
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
等

級
が
大
幅
に
低
下
し
、
今
後
の

稲
作
が
心
配
さ
れ
る
事
態
が
生

じ
ま
し
た
。
脱
炭
素
を
推
進

し
、
異
常
気
象
を
抑
止
す
る
強

い
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

秋
に
は
自
民
党
派
閥
の

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
収
入
の
処
理
問
題

が
大
き
な
政
治
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
政
治
の
不
安
化
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

明
る
い
話
題
と
し
て
、
野

球
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
優

勝
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
38
年

ぶ
り
の
日
本
一
、
大
谷
翔
平
選

手
の
大
活
躍
、
Ｆ
Ａ
と
連
日
マ

ス
コ
ミ
に
流
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
当
町
の
話
題
と
し

ま
し
て
は
、
36
年
間
の
長
期

間
、
町
の
ト
ッ
プ
と
し
て
数
多

く
の
困
難
に
対
し
て
「
決
断
と

実
行
」
で
町
政
を
リ
ー
ド
し
て

こ
ら
れ
た
、
小
林
町
長
の
突
然

の
勇
退
発
表
に
多
く
の
町
民
が

驚
き
ま
し
た
。
小
林
町
長
に
は

勇
退
後
も
長
年
の
経
験
を
町
の

将
来
の
た
め
に
ぜ
ひ
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

無
投
票
が
続
い
た
町
長
選

挙
は
、
１
月
21
日
に
投
票
日
を

迎
え
ま
す
。
今
後
の
町
政
を
託

す
人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で

す
。
皆
さ
ま
の
貴
重
な
一
票
を

投
じ
て
く
だ
さ
い
。

当
町
は
県
内
で
数
少
な
い

社
会
動
態
増
の
町
で
す
が
、
人

口
減
少
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
積

町
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
交
通
の
確
保

な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
サ
ロ
ン
は
月
一
回
、

ホ
ッ
と
情
報
館
陽
だ
ま
り
と
妻

入
り
会
館
を
会
場
に
午
前
10
時

か
ら
２
時
間
、
議
員
２
名
が
出

席
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町

と
議
員
に
対
し
て
自
由
に
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
出
ま
え
議
会
は
昨

年
11
月
に
大
釜
谷
と
上
中
条

公
会
堂
の
２
会
場
で
多
数
の

方
の
出
席
を
得
て
、
多
く
の

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
議
会
で
は
議
会
サ

ロ
ン
と
出
ま
え
議
会
で
皆
さ

ん
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
、
提

案
に
つ
い
て
実
現
す
る
よ
う

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
の
町
村
議
会
で
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
で

す
。
当
町
の
議
員
選
挙
で
は

平
成
25
年
と
29
年
の
選
挙
は

無
投
票
。
前
回
、
令
和
３
年

は
定
数
10
名
の
と
こ
ろ
立
候

補
者
が
12
名
と
、
２
名
超
過

で
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
選
挙
で
は
立
候
補
者

は
超
過
す
る
の
か
。
無
投
票

を
回
避
で
き
る
か
。
若
い
人

が
立
候
補
す
る
に
は
、
報
酬

の
改
善
等
の
環
境
整
備
、
ま

た
議
会
活
動
の
充
実
に
「
常

任
委
員
会
の
改
善
」
が
必
要

で
す
。
現
在
「
議
員
の
な
り

手
不
足
へ
の
対
策
」
と
「
常

任
委
員
会
の
活
性
化
」
の
２

点
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委

員
会
に
て
審
議
中
で
、
年
内

に
は
答
申
が
出
さ
れ
る
予
定

で
す
。

本
年
も
引
き
続
き
議
会
に

ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
各
位
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

出雲崎町議会議長

三 輪　　正

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町
民
と
共
に

　
　
　
　

町
の
未
来
へ

極
的
に
移
住
、
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
効
果
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
は
地
域
の
生
活
、

経
済
、
教
育
、
交
通
、
財
政
す

べ
て
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
空
き
家
、
空
き
地

対
策
、
商
店
、
医
療
機
関
の

閉
鎖
に
よ
る
対
策
。
農
業
の

法
人
化
、
漁
業
と
商
工
業
振

興
、
観
光
振
興
に
「
佐
渡
島

の
金
山
」
の
世
界
遺
産
登
録

は
早
け
れ
ば
今
年
中
に
決
定

が
期
待
さ
れ
、
金
銀
の
「
荷

掃
港
の
出
雲
崎
」
は
観
光
の

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ

の
機
会
を
大
切
に
し
て
生
か

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

年
４
回
の
定
例
会
、
一
般

質
問
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
と
、

観
光
振
興
に
よ
る
財
源
確
保
、

子
育
て
支
援
の
一
層
の
充
実
と

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
内
外
と
も
大
混
乱

に
明
け
暮
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
一

時
よ
り
も
感
染
者
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
依
然
収
ま
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
２
０
２
２
年
に

発
生
し
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
ま
だ
終
息
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
秋
に
は
中
東
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
で
戦
争
が
発

生
し
、
停
戦
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
心
配
で
す
。
ま

た
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な

ど
各
国
は
、
自
国
優
先
を
強

め
、
価
格
の
高
騰
と
必
要
量
が

不
足
し
、
生
活
や
経
済
に
大
き

な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

我
が
国
で
も
円
安
と
輸
入

品
の
輸
出
国
の
輸
出
制
限
に
よ

り
、
品
不
足
と
価
格
の
高
騰
に
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出
雲
崎
の
四
季

      　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

第
18
回

最優秀賞 

　　「祭り行列が来る。」

明道　進二（燕市）

出
雲
崎
の
自
然
・
歴
史
・
人
が
織
り
な
す
四
季
な
ど
を
テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
第
18
回
出
雲

崎
の
四
季
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
。
11
月
13
日
㈪
に
中
央
公
民
館
で
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
委

員
長
で
あ
る
写
真
家
の
山
田
昌
男
先
生
を
は
じ
め
、
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
受
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
・
審
査
委
員
長
講
評
を
掲
載
）

妻入りの街並みに、御神燈を先頭に

三基の神輿を俯瞰撮影で表現する事で

出雲崎町の祭りの迫力を見事に捉えた

作品、光と影の人物と、街並みが素晴

らしいです。

小川　一也（長岡市）

優秀賞・インスタ部門　「雪の舞」

　　　　岩本　功貢（長岡市）

入選者一覧

鴨井　孝夫（燕市）

服部　健（燕市）

植木　元（柏崎市）

伊藤　昇（三条市）

平田　健治（石川県）

新井　勝義（加茂市）

星景写真の桜と星、人工衛星か飛行機の軌道なの
か、そして明るく光が写った物体が不思議な世界。
夜桜を入れる事で春の季節を表現しています。

太田　裕一（新発田市）

小林　博（長岡市）

吉岡　義和（長岡市）

古沢　大輔（燕市）

桑原　巧（見附市）

杉田　義男（出雲崎町）

　最優秀賞・優秀賞作品のほか、次の方々の

作品が入選しました。（敬称略・順不同）

橋の欄干の飾りを前景にして冬の漁村を表現した
感性を評価します。単純な風景になりやすい場所を、
視点を変えて撮影されたことは素晴らしいです。これ
からも新しい風景を見せてください。

【総評】　山田昌男 審査委員長

出雲崎町の四季折々の風景と行事は被写体として
大変魅力的です。毎回素晴らしい作品を審査させて頂
き、感謝しております。
最優秀賞は、審査会場で見た

瞬間とても印象的でした。新しい
視点で撮影する事で、まだまだ出
雲崎町の発見があると感じていま
す。入賞入選された皆様、おめで
とうございました。これからも力
作の応募を期待しております。

優秀賞・春　「宇宙からの花見」

渡邉　幸雄（柏崎市）

優秀賞・冬　「寒い朝」

祈願の様子と人物
の表情が素晴らしいで
す。構図も縦位置にし
て奥行と背景に弥彦、
角田山を入れ、お札流
しの神事が見事に写さ
れた力作です。

渡邉　隆（新潟市）

優秀賞・夏　

「大漁と海上安全

　祈願　お札流し」

赤く染まる雲と前景に漁船を入れた構図が、画面
を引き締めています。右手に山、左手に灯台、考え抜
かれた作者の技術を評価します。

明道　進二（燕市）

優秀賞・秋　「朝焼けの港」

問

出
雲
崎
町
観
光
協
会
事
務
局
（
☎
０
２
５
８-

78-

２
２
９
１
）
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〒949－4342　町内大字米田395番地

☎0258-86-5580　ＦＡＸ0258-86-6466

開館時間  平日  ８：３０～１７：１５

               休日１０：００～１５：３０きらりきらり
きらり公式きらり公式
ウェブサイトにもウェブサイトにも
遊びに来てね☆遊びに来てね☆

ＳＵＮＳＵＮ ＭＯＮＭＯＮ ＴＵEＴＵE ＷＥＤＷＥＤ ＴＨＵＴＨＵ ＦＲＩＦＲＩ ＳＡＴＳＡＴ

１月７日１月７日 ８８ ９９ １０１０

ヨガストレッチ

9:30～11:00

１１１１

よらん場

10:00～12:00

１２１２

きらりクック

10:00～12:00

１３１３

１４１４ １５１５

きらりhand

10:00～11:30

１６１６

いるか教室

8:30～12:00

１７１７

おとな園

10:00～11:30

１８１８ １９１９

よらん場

10:00～12:00

２０２０

２１２１ ２２ ２３２３

よらん場

10:00～12:00

２４２４

みんなの保健室

10:00～16:00

２５２５

歯科検診

PM

２６２６ ２７２７

２８２８ ２９２９

ちょいトレ教室①

10:00～11:30

３０３０ ３１３１

ベビーマッサージ

10:00～11:00

２月１日２月１日 ２２

すくすく相談

10:00～11:30

３３

今月の予定

～みんな寄らんば  
みんなのきらり～

「子は宝」多世代交流館

Facebook Instagram LINEYouTube

きらり公式SNS‼

みんなチェックしてね♪

X (旧Twitter)

入会要件

・就労などにより、昼間保護者のいない小学校１～

６年生の児童（定員30名程度）

※入会希望者が受入可能人数を上回る場合は選考と

なります。

開所日時

・毎週月～金曜日：下校時間～午後６時

・長期休暇、学校休業日、第１・３・５土曜日

　：午前８時～午後６時

※ただし、日曜・祝日・８月13～16日、

　12月29日～１月３日を除く

延長時間

・午後６時～午後７時

場所

・出雲崎小学校体育館内

申込方法

「児童クラブ入会申請書」に必要事項を記入

し、入会要件を証明する書類を添付して、２月２

日㈮までに教育課社会教育係または放課後児童ク

ラブへ提出してください。

※詳しくは町公式ウェブサイトをご覧ください。

令和６年度放課後児童クラブ

入会申請を受け付けています
問 教育課 社会教育係（☎0258-78-2250）

元気はつらつ料理教室を開催します
問 町食生活改善推進委員協議会事務局（保健福祉課内）（☎0258-78-2293）

町食生活改善推進員より、元気はつらつ料理教室

のご案内です。旬の食材を使ったおいしい料理を作

りませんか？皆さまのご参加をお待ちしています。

日時

・１月20日㈯ ９:30～正午

会場

・町中央公民館　調理室

対象

・町内在住の小学生以上の方   15人程度（先着順）

※小学生は保護者同伴でお願いします。

メニュー

・さつまいもとちりめんじゃこの炊き込みご飯

・鮭と千切りじゃがのはさみ焼き　・大根ナムル

・白菜とカニカマのスープ

持ち物

・参加費300円、エプロン、三角巾

申込方法

・１月16日㈫までに事務局（保健福祉課 保険健

康係）へお申込みください。

※定員に達した時点で締め切りとなります。

当日は塩分計の用意があります。ご家庭の
味噌汁やスープなどの塩分測定を希望され
る方は、容器に入れてお持ちください。

よらん場での一コマ。

ママたちのお茶のコップを真似て、お子さん

たちも、自分たちのマグで仲良く乾杯！

おとなの姿をよく見ています(*^^*)

滑り台は、滑るだけじゃなくて、ママに手
伝ってもらいながら、登ることもできるよ
♪ママが側にいてくれたら、いろんな遊び
方ができるよ(*^^*)

☆みなさまのお越しをお待ちしております☆
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あなたのスマホが確定申告会場に！
問 長岡税務署（☎0258-35-2070）

町民税・県民税、所得税の申告相談の受付には事前予約

が必要です。予約方法などをご確認の上、「期日・時間」

を必ず予約して、ご来庁ください。

申告相談会場

・出雲崎町役場　町民課税務係窓口

申告期間

・２月16日㈮～３月15日㈮

※休日受付日：２月25日㈰（休日受付も予約制です）

予約方法
①予約受付開始　　令和６年２月１日㈭から

②予約受付時間　　午前９時00分～午後４時00分まで（平日のみ）

③予約方法　　　　電話で予約してください。【町民課税務係（☎0258-78-2292）直通】

　　　　　　　　　・予約の際は、ご希望の期日と予約時間をお伝えください。

　　　　　　　　　※先着順ですので希望日時に添えない場合もあります。

④申告予約時間　　次の予約時間から選んでください。

【午前の部】８時40分、９時30分、10時20分、11時10分

【午後の部】１時00分、１時50分、２時40分、３時30分

⑤予約の確定　　　電話予約の際に、予約決定日時をお伝えします。

※予約した日時に来庁できない場合、再度予約が必要となりますのでご注意ください。

確定申告の予約を開始します
問 町民課 税務係（☎0258-78-2292）

申告相談には事前予約が必要です

町で受付のできない申告
　次の申告は、長岡税務署での受付となります。町では受付できませんのでご注意ください。

・青色申告の方

・繰越損失がある方

・住宅借入金控除を初めて受ける方

・昨年度以前の確定申告

・譲渡所得がある方

・退職所得がある方

・雑損控除、雑損繰越がある方

・亡くなった人の確定申告

令和５年分確定申告

確定申告書等
作成コーナー

事業者、不動産を取得した方にもおすすめです

動画で見る
確定申告

マイナンバーカードをお持ちの方は、自分のス
マホにスマホ用電子証明書を搭載することで、さ
まざまな手続きをスマホだけで行えます。新たに
コンビニ交付がスマホ用電子証明書に対応するこ
とで、マイナンバーカードを持参しなくても、ス
マホだけで住民票の写しなどを取得することがで
きるようになります。

対応開始日
・１月22日㈪
※東京都内のみ12月20日から先行対応
対応店舗
・ファミリーマート
・ローソン
対応するスマホの機種
・Android端末
※iPhoneの対応時期は未定です。

コンビニ交付のスマホ対応が始まります

問 町民課 町民係（☎0258-78-2294）

利用者識別番号をご確認ください

今回の申告から町の窓口で所得税の確定申告をする場合は、【利用者識別番号】という16桁の番号が

必要になります。自分で国税庁公式ウェブサイトから取得することができるほか、役場窓口で申告前また

は申告当日に取得をすることができます。詳しくは広報いずもざき令和５年12月号をご覧ください。

国税庁ウェブサイト「確定申告書等作成コーナー」は、ぜひ

スマホからご利用ください。ご自宅からスマホで申告すること

ができます。

青色申告決算書や収支内訳書もスマホ申告専用画面で作成できます。収入金額と各種必要経費を

入力すると、所得金額が自動計算されるため、計算誤りの心配もありません。

また、作成した青色申告決算書等データを翌年に引き継ぐことで、翌年以降の減価償却費の計算

など一定の項目の入力が省略されます。

さらに、消費税の確定申告に青色申告決算書等データを利用することで、決算書等の情報が引き

継がれ、一定の項目が自動入力されます。

ぜひ、スマホによる青色申告決算書や収支内訳書の作成をご検討ください。

もっと身近に　もっと便利に　スマホで申告！

その他
・スマホの利用をやめるとき（廃棄、買取、修理

など）は、必ずマイナポータルからスマホ用電
子証明書の失効手続きをしてください。

・スマホを紛失したときは、マイナンバー総合フ
リーダイヤル（0120-95-0178）に連絡して一時
利用停止をしてください。

対応機種一覧
はこちら
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問 出雲崎美食街めぐり実行委員会（☎0258-78-2291）

出雲崎美食味めぐり～冬の陣～開催！

町民限定！特別先行予約を受け付けます
申込方法
・上記チラシの申込方法と同じです。
定員
・各コース20名（お連れの方は町民でなくても予約可能です）
申込期限
・令和６年１月22日㈪　17時まで（必着）
※応募多数の場合は抽選とし、当選された方には当選通知書を送付します。
抽選で落選した場合
・当選されなかった方につきましては、一般応募として自動的に受付させていただきます。
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農業経営の継続を支援します！
主食用米販売継続応援事業補助金

猛暑による主食用米の品質低下や肥料価
格高騰で悩む農業者を支援します

物価高騰により経費の負担が大きくなる中、夏

の猛暑により米の品質低下の影響を受け、経営が

圧迫されている農業者を支援します。

対象者

・町内に住所を有する農業者またはえちご中越農

業協同組合出雲崎支店の正組合員で、町内の耕

作地で耕作を行う農業者

対象品種

・えちご中越農業協同組合もしくは卸売業者に卸

した主食用米

支援内容および支援額等

〇主食用米・肥料価格支援…１俵あたり1,000円

支援方法

①えちご中越農業協同組合に卸した主食用米分

は、えちご中越農業協同組合を通して支援

②えちご中越農業協同組合以外の卸売業者に卸

した主食用米分は、指定の交付申請書に記入の

上、必要書類を添付して産業観光課に提出

申請期限

・令和６年３月29日㈮まで

※詳しくは町公式ウェブサイトをご覧ください。

問 産業観光課 農林水産係（☎0258-78-2295）

町農業委員会では、農地法第52条に基づき、次の

とおり農地（田）の賃借料情報をお知らせします。

この金額は、令和５年１月から令和５年12月ま

でに締結（公告）された賃貸借における賃借料水

準（10ａ当たり）です。

基盤整備 平均額 最高額 最低額 データ数

整備地域 10,300 円
（10,100 円）

16,400 円
（16,100 円）

6,000 円
（6,000 円）

103

未整備地域 6,700 円
（6,500 円）

10,900 円
（10,000 円）

2,000 円
（2,700 円）

330

※1.データ数は、集計に用いた筆数です。
※2.金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
※3.賃借料を俵数などとしている場合は、60kg当たり14,100円に換算しています。
※4.(　　)内は令和４年データの公表金額です。

（10ａ当たり）

令和５年農地賃借料情報
問 町農業委員会事務局（☎0258-78-3114）

なお、この賃借料情報はあくまで賃借料決定の

参考として提供するものです。実際に賃借料を決

定する際には、貸し手と借り手の両者でよく協議

して決定してください。

投票のできる方

選挙人名簿に登録されている方で、平成18年１

月22日までに生まれ、令和５年10月15日以前に転

入の届け出をし、引き続いて出雲崎町に住所を持

ち、住民基本台帳に記載されている方です。

投票場所

第１投票所　出雲崎こども園

第２投票所　出雲崎町海岸公民館

第３投票所　西越地区農村環境改善センター

第４投票所　川西公会堂

第５投票所　八手地区農村環境改善センター

入場券をお忘れなく

町選挙管理委員会から郵送される入場券をお持

ちください。入場券には投票の場所、時間が表示

されています。入場券を無くした方は、投票の際

に投票所で再発行します。

※期日前投票の場合は、入場券表面の期日前投票宣

誓書に必要事項をご記入の上、お持ちください。

字が書けないとき

身体の故障などのため字が書けない方は、投票

所の係員に申し出て代理投票の制度をご利用くだ

さい。投票の秘密は、固く守られます。

１月21日は出雲崎町長選挙および

出雲崎町議会議員補欠選挙の投票日です
問 町選挙管理委員会（☎0258-78-2290）

不在者投票

　次の方は不在者投票ができます。

●旅行や仕事などで遠方にいる方

　投票用紙の交付には時間がかかります。投票

用紙の請求は告示前でもできますので、早めに

ご準備ください。

●入院または入所中の方

　県選挙管理委員会の指定した病院などに入院

されている方は、その場所で投票できます。早

めにその旨を病院長などに申し出てください。

●郵便による不在者投票制度

　身体障害者手帳などをお持ちの方で一定の条

件に該当する方は、郵便による不在者投票が

できます。事前に町選挙管理委員会が発行する

「郵便等投票証明書」が必要になりますので、

あらかじめご相談ください。

投　票　日

１月21日㈰
投票時間　午前７時～午後６時

投票場所　入場券記載の各投票所

期日前投票

１月17日㈬～１月20日㈯
投票時間　午前８時30分～午後８時

投票場所　役場１階　期日前投票所

任期満了に伴う出雲崎町長選挙および欠員によりこれと同時に行う出雲崎町議会議員補
欠選挙が１月16日㈫に告示され、１月21日㈰に投票が行われます。

この選挙は、今後の町政を託す人を選ぶ大切な選挙です。棄権することなく、自分の意
思によって「正しい１票」を投じてください。
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12月12日㈫、蔵と書は3周年を迎え、４年目に

突入しました。もともと、国の制度で『任期3年』と

決まっている、地域おこし協力隊。幸か不幸かコロ

ナ禍真っ最中にやって来てしまったおかげで、特別

延長制度なるものが生まれ、こうしてこの場所で3

周年を迎えることができました。当日は、今年も平

日、更には足元も悪い中町内外問わずたくさんの

方にお越しいただき、「移住直後は県内に誰も知り

合いがいなかったのに…」と思うと、積み重ねてき

たものを感じとても感慨深くなりました。引き続き、

石
いし

坂
さか

 優
ゆう

　隊員

町と関わる人、

訪れる人を少し

でも増やせるよ

う 、 が ん ば り ま

す！

すでに初雪も

目の当たりにし、

「ついに今年も

きたか…」と寒さに震えながら思っておりますが、４度

目の冬もなるべく前向きに、雪と闘いながら（なるべ

く闘わずに済むといいな…）過ごしていきたいです。

「蔵と書」の活動・イベ
ント情報はInstagramを
チェック！

◎ 祝・蔵と書 ３周年、４年目に突入

あけましておめでとうございます。２０２４年も始まり

ましたね。出雲崎町に来て三度目の年越しです。雪

も降りはじめ本格的な冬が始まったように感じます。

三度目の年越しということはもう協力隊の任期も

終盤です。三年というときの速さを実感しています。

新しい時のはじまりとともに協力隊としては集大成を

見せられるような数か月を過ごしていきたいと思って

小
お

畑
ばた

 穂
ほ

乃
の

花
か

　隊員

おりますので今後ともよろしくお願いいたします。

昨年から退任後の将来について深く考えるように

なりました。様々な研修に参加したり、実際に非農家

から新規就農された方のリアルなお話を聞く中で、

私には覚悟が足りないなと気が付きました。いっぱい

悩んで迷ってそれと同時にやると決めたらもうそこか

らは行動するのみだと。２０２３年は迷い悩みの一年

でしたが、２０２４年は新しい未来を切り開けるような

一年にしていきたいと思います。

皆さんにとっても実りのあるいい一年になるように

願っています。

Instagram 耕すbase LINE

　★「蔵と書」1月のオープン日程

　　　　　1/8㈪㈷・16㈫・24㈬・27㈯・30㈫　10:30～16:00

一旦現実逃避して物語の世界に入り浸ってみたい人におすすめな本
『スモールワールズ』 一穂ミチ著 （講談社）
　　*海岸公民館で読めます

最新の情報は蔵と書Instagram

などでご確認ください。

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 いずもざきLIFE！いずもざきLIFE！

◎ 新たな年のはじまり
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玉
島
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圓
通
寺
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の
修
行
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つ
い
て
詠
ん
だ
五
言
絶

句
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令
和
二
年
七
月
号
で
も
同

詩
を
紹
介
し
た
。
そ
の
時
は
、

ほ
ぼ
同
じ
詩
で
あ
る
「
自
来
圓

通
寺
」
と
「
従
来
圓
通
寺
」
の

冠
「
自
」
と
「
従
」
の
違
い
に
よ

る
受
け
止
め
方
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
こ
の
度
は
、
よ
り
深
く
、
良

寛
の
修
行
と
そ
の
内
観
に
つ
い
て

解
説
し
た
い
。
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邑邑む
ら
む
ら

更更さ
ら
さ
ら

にに
一一い
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高高こ

う
そ
う

こ
う
そ
う僧僧

傳傳で
ん
で
ん

をを
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む
に
む
に

僧僧そ
う
そ
う

はは
清清せ
い
ひ
ん

せ
い
ひ
ん貧貧
をを
可可かか

と
す
と
す
可可べべ

しし

作
品
の
該
当
部
を
抜
粋

▼

四
十
代
の
作
品
と
な
る
。「
自
ら

圓
通
寺
に
来
た
り
て
」
か
ら
は
、

良
寛
の
「
ど
ん
な
修
行
も
耐
え

る
」
と
い
う
、
意
気
込
み
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
そ
の
思
い
と

は
裏
腹
に
、
良
寛
の
修
行
は
「
衣

垢
聊
自
濯
食
盡
出
城
闉
」
と
「
洗

濯
と
托
鉢
」
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

良
寛
は
当
時
、
日
本
有
数
の
厳

し
い
禅
寺
と
呼
ば
れ
た
圓
通
寺
で

修
行
す
る
に
あ
た
り
、
相
当
な
覚

悟
を
も
っ
て
出
雲
崎
を
出
た
。
し

か
し
、
圓
通
寺
の
修
行
は
朝
の

お
勤
め
と
坐
禅
と
講
義
の
外
は
、

「
洗
濯
と
托
鉢
」
と
、
思
っ
て
い

た
修
行
と
違
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

良
寛
は
「
幾
経
冬
春
」
と
、
ど
う

し
て
何
年
も
同
じ
修
行
を
す
る
の

か
と
、
疑
問
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

修
行
に
疑
問
が
起
こ
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
こ
に
、
良
寛
が
真
面

目
に
修
行
を
し
て
い
る
と
い
う
事

実
が
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら

ず
、
玉
島
の
人
た
ち
は
「
更
不

知
一
人
」
と
、
真
面
目
に
修
行

す
る
自
分
を
知
る
人
は
一
人
も
い

な
い
と
云
う
。
良
寛
は
、
真
面
目

に
修
行
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
玉
島
の
人
た
ち
か
ら
認
め
ら

れ
て
い
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
良
寛
は
昔
の
高
僧
は
ど

意
訳
意
訳私

は
自
ら
願
い
圓
通
寺
に
来
て
か

ら
、
衣
が
垢
で
汚
れ
れ
ば
自
ら
洗
い
、

食
べ
物
が
無
く
な
れ
ば
玉
島
の
町
へ

托
鉢
に
出
る
と
い
う
修
行
を
も
う
何

年
も
続
け
て
い
る
。
圓
通
寺
門
前
の

玉
島
は
、
千
軒
の
家
が
並
ぶ
大
き
な

町
で
あ
る
。
し
か
し
、
玉
島
で
私
を

知
る
人
は
、
誰
も
い
な
い
。
玉
島
の

人
々
に
と
っ
て
、
私
は
た
だ
多
く
の
圓

通
寺
の
修
行
僧
の
一
人
で
あ
り
、
無

名
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
私
は
、
そ

ん
な
修
行
に
疑
問
を
感
じ
『
高
僧
伝
』

を
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
高
僧
伝
に
は

「
僧
は
清
貧
で
あ
る
べ
し
」
と
書
か
れ

て
い
た
。

私
は
「
高
僧
伝
」
を
読
ん
で
二
つ

の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、
圓
通
寺
の
修
行
に
間
違
い
は

な
い
こ
と
。
そ
し
て
二
つ
に
は
、
昔
の

高
僧
た
ち
が
す
で
に
、
無
名
で
あ
る

こ
と
に
不
満
を
抱
く
、
私
の
「
名
利

心
」
を
見
透
か
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

の
よ
う
な
修
行
を
し
た
の
か
と
思

い
『
高
僧
伝
』
を
読
ん
だ
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
良
寛
の
予
想
に
反

し
て
、
高
僧
伝
に
書
か
れ
て
い
た

の
は
「
僧
可
々
清
貧
」
と
、
た
だ

清
貧
に
今
の
修
行
を
継
続
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
当
の

修
行
と
は
、
修
行
の
中
で
内
観
し
、

本
当
の
自
分
に
出
遇
う
こ
と
と

知
っ
た
の
で
あ
る
。
良
寛
が
出
遇
っ

た
本
当
の
自
分
と
は
、
名
が
知
れ
、

人
か
ら
一
目
置
か
れ
た
い
と
い
う

「
名
利
心
」
を
持
っ
た
自
分
で
あ
っ

た
。
当
詩
で
語
ら
れ
る
良
寛
の
真

意
と
は
、
修
行
を
疑
っ
た
反
省
と

名
利
心
を
捨
て
去
れ
な
い
悲
し
み

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
生
涯
行
脚
僧

と
し
て
生
き
る
と
い
う
、
良
寛
の

修
行
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。

良
寛
は
越
後
帰
郷
後
も
、
変

わ
ら
ず
行
脚
僧
と
し
て
、
清
貧

を
貫
く
。
そ
し
て
、
そ
の
修
行

の
中
、
漢
詩
で
は
「
名
利
の
塵
」

と
記
し
「
名
利
心
が
塵
の
様
に
こ

の
身
か
ら
離
れ
な
い
」
と
内
観
し

何
度
も
、
そ
の
悲
し
み
を
詠
ん
で

い
る
。
生
涯
、
名
利
心
に
注
意
し

た
良
寛
で
あ
る
が
、
当
時
の
越
後

に
於
い
て
、
良
寛
の
名
を
知
ら
な

い
人
は
居
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

                 

良
寛
記
念
館　
館
長

▲研修先の農園▲
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 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

▼コンサート後はお楽しみ抽選会が催され大盛況の一日でした

12月10日㈰にふれあいの里で、ふれあいクリスマスコ

ンサートが行われました。来場した約70名の観客は、

TVでおなじみの曲の演奏やソプラノ歌手による独唱な

ど、「アンサンブルリリアン」が奏でる幅広いジャンルの

美しい音色に耳を傾け、クリスマス気分を満喫しました。

ク リスマス気分を満喫
ふれあいの里クリスマスコンサート

12月3日㈰に出雲崎こども園で、

「こどものせかい展」が行われまし

た。大人たちには当たり前の日常も

子どもたちにとっては喜びや不思

議に満ちています。展示された作品

から、園児ひとりひとりの育ちや子

どもたちが楽しんでいる世界の輝き

を存分に感じることができました。

▲年長・年中の園児たちが自発的に

「みんなでひとつの、大きなものを作り

たい！」と協力して作った巨大積木タ

ワー。その大きさに驚かされました。

こどもたちが感じる
輝くせかいを堪能
出雲崎こども園 こどものせかい展

明治安田生命保険相互会社から、町に「私の地元応援募

金」が贈呈されました。これは地域の課題に対する自治

体の活動を応援するため、地域にゆかりのある従業員の

募金に、同社が寄附金を上乗せして寄附いただいたもの

です。町のさらなる発展のため有効に活用いたします。

地 元の発展に寄与
明治安田生命「私の地元応援募金」

▼11月２９日㈬に贈呈式が行われ、目録をいただきました

 記者は見た
ま　ち　の　で　き　ご　と

 記者は見た
IZUMOZAKI TOWN NEWSIZUMOZAKI TOWN NEWS

ま　ち　の　で　き　ご　と

12月14日㈭に出雲崎小学校で、ありがとうの花集会が

行われました。パンジーの鉢植えひとつひとつに児童た

ちのあたたかい言葉や絵が描かれています。５年生が丹

精込めて育てたお米『努力米』とともに、民生児童委員

の手でひとり暮らしの高齢者の方々へ贈られます。

お もいやりの心を託す
出雲崎小学校 ありがとうの花集会

▼思いのこもった花と米が民生児童委員に託されました

12月16日㈯に多世代交流館きら

りで、きらりクリスマスパーティー

が行われました。参加した40組の

親子は夢ふ～せんによるクリスマス

制作や大迫力の人形劇を満喫。閉

会式後にはサンタさんとトナカイさ

んが登場し、子どもたちは大喜びで

プレゼントを受け取りました。

▲「人形劇団あっけらかん」による人形

劇。観覧席上空を舞うアクロバティック

な劇で会場は大いに盛り上がりました。

良い子のみんなに
プレゼント！
きらりクリスマスパーティー

▼寄附を受けた丸テーブルとともに目録を受け取る様子

12月5日㈫に多世代交流館きらりで、「木製丸テーブ

ル」の贈呈式が行われました。これは柏崎信用金庫の地

域貢献活動の一環として、寄附を受けたものになりま

す。当該テーブルは多世代交流館きらりに設置し、子ど

もたちが遊ぶスペースで有効に活用いたします。

地 域との絆を大切に
柏崎信用金庫テーブル贈呈式
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保健師、管理栄養士の 健 だ り幸 よ
やかに せに

けけ んん ここ うう 広広 場場

お知らせ

相談
時間 毎日（19時～翌朝８時） 相談

内容

発熱、頭痛、腹痛、吐き

気など急な病気やケガ

などに関する相談

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-284-7119

# ７ １１ ９
救急医療電話相談
大人（概ね15歳以上の方）　 

経験豊富な看護師などが医療機関の受診の必要性や、対処法
などについて助言します。

※ この電話相談は、診療行為ではなく、電話での助言により
相談者の判断の参考としていただくものです。

ダイヤル回線・IP電話・PHSからは
025-288-2525

# ８ ００ ０
小児救急医療電話相談
15歳未満のお子さん　 

相談
時間 毎日（19時～翌朝８時） 相談

内容
お子さんの急な発熱、

けがなどに関する相談

【お問い合わせ】

新潟県福祉保健部医務薬事課

（☎０２５－２８０－５１８３）

夜間に救急車を呼ぶ？ 病院に行く？ 迷ったときは・・・

●急患診療

●医療電話相談

●健診結果指導会

急患診療のご案内
◇内科 ・ 小児科 ・ 外科 ・ 歯科
【長岡市幸町 2 － 1 － 1　さいわいプラザ内】

■産婦人科は在宅当番制（日曜・祝日のみ）となりますので、
詳細は休日・夜間急患診療所（☎ 0258-37-1199）までお問
い合わせください。

診療科目 受 付 時 間

休日・夜間急患診療所
（☎0258-37-1199）

内　科

月～金曜
（祝日除く）
18：45～21：30

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

小児科
外　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～16：30

休日急患歯科診療所
（☎0258-33-9644） 歯　科

日曜・祝日
９：00～11：30
13：00～15：30

中越こども急患センター
（☎0258-86-5099） 小児科

月～土曜
（祝日除く）
18：45～21：30

◇二次病院の休日診療 （１月９日～２月５日）

※�「二次病院」は一般の医院・診療所では対応できないような比較
的症状の重い救急の患者さんが対象です。

年に一度は健診を受けましょう！

　健診結果指導会のお知らせ

　１月２３日（火）

　　11月に実施した集団健診の受診者で、 次に当てはまる方に案内　　11月に実施した集団健診の受診者で、 次に当てはまる方に案内

　を発送しています。 案内が届いた方は、 ぜひご参加ください。　を発送しています。 案内が届いた方は、 ぜひご参加ください。

　【該当者】　【該当者】

　 ・ このまま （健診結果） の状態が続くと病気になるリスクの高い方　 ・ このまま （健診結果） の状態が続くと病気になるリスクの高い方

　 ・ 生活習慣を見直すことで、 病気のリスクや重症化を予防できる　 ・ 生活習慣を見直すことで、 病気のリスクや重症化を予防できる

　　チャンスのある方　　チャンスのある方

　【内　容】　 健診結果と生活習慣との関係などをわかりやすく説明し、　【内　容】　 健診結果と生活習慣との関係などをわかりやすく説明し、

　　一人ひとりの状態に合わせて、 今後の健康づくりに活用してもらえ　　一人ひとりの状態に合わせて、 今後の健康づくりに活用してもらえ

　　る情報をお伝えします。　　る情報をお伝えします。

　【お問い合わせ】　保健福祉課　保険健康係 （☎0258- ７８－２２９３）　【お問い合わせ】　保健福祉課　保険健康係 （☎0258- ７８－２２９３）

8：30～翌日8：30 お問い合わせ

１月28日㈰ 立 川 綜 合 病 院 0258-33-3111

１月14日㈰
２月４日㈰ 長岡赤十字病院 0258-28-3600

１月21日㈰ 長岡中央綜合病院 0258-35-3700

毎日まとまった時間をつくって運動することは難しいかもしれませんが、少し空いた時
間を活用してみてはいかがでしょうか。冬場の運動不足を解消するために、まずは今より
10分多く体を動かすことを心がけてみましょう。

「＋１０ （プラステン）」 で冬場も元気に過ごしましょう！

「＋ 10」とは、今より 10 分多く体を動かすことです。そうすることによって、生活
習慣病、がんのリスクを 3 ～ 4％、ロコモ※・認知症の発症を 8.8％も低下させること
ができると報告されています。

体を動かすことは、ストレス解消にもなります。寒い冬は、体育館や室内プールなど
を活用して、暖かい環境で体を動かすのもお勧めです。

※ロコモ：ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の通称。骨や関節・筋肉など
の衰えが原因で、「立つ」「歩く」といった機能が低下している状態のこと。

「＋
プラス・テン

１０」、 体を動かしましょう！

　日常生活の＋１０　例えば…

・テレビを見ながら、かかと上げ運動、ストレッチなどを行う。
・職場やショッピングセンターではエレベーター・エスカレーター
を使わず階段を使う。

・スーパーなどの買い物の際、遠くの駐車場に止めて歩く。
・座りっぱなしの人は３０分に１回は軽く歩く。
・雪かき、窓ふきや風呂掃除などの体を使った家事をする。
・散歩をする。

（歩数計をつけ、自分の歩数を記録すると効果的です）

〈注意〉運動制限がある人は、医師の指示に従い体を動かすようにしてください。

ちょっとした工夫や心掛けで、 日常の運動を増やしましょう

仕事や家事などの日常生活のちょっとした合間（隙間時間）を使うことを意識してみ
ましょう。

<<かかと上げ運動>>
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―― 情情 報報 掲掲 示示 板板 ――

情
報掲

示
板

情
報掲

示
板

放
送
大
学
は
BS
放
送
や
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ホ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
１
科

目
か
ら
学
べ
ま
す
。

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
お

気
軽
に
放
送
大
学
新
潟
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。

■
出
願
期
限
（
第
１
回
）

・
令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

■
出
願
期
限
（
第
２
回
）

・
令
和
６
年
３
月
12
日
㈫
ま
で

■
大
学
説
明
会

・
２
月
17
日
㈯

・
３
月
３
日
㈰

○
開
始
：
午
後
１
時
30
分

○
会
場
：
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
旭
町
通
１

番
町
７
５
４
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
ご

都
合
の
つ
く
期
日
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
別
の

相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・ 

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２
５
―
２
２
８

―
２
６
５
１
）

新
潟
県
で
は
、
冬
期
間
に
お

け
る
県
民
の
安
全
・
安
心
な
日

常
生
活
と
円
滑
な
社
会
経
済
活

動
の
た
め
、
降
雪
量
予
測
情
報

な
ど
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
運
用
期
間

・
２
月
29
日
㈭
ま
で
（
気
象
現

況
等
は
３
月
31
日
㈰
ま
で
）

・
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、

午
後
４
時
）

■
提
供
情
報

・
県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
な

ど
（
降
雪
量
予
測
、
現
在
の

降
雪
量
、
積
雪
深
ほ
か
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
新
潟
県
地
域
政
策
課
特
定
地

域
振
興
班
（
☎
０
２
５
―
２

８
０
―
５
０
８
８
）

冬
場
は
積
雪
の
た
め
、
水
路

と
地
面
の
境
界
が
わ
か
り
に
く

い
、
融
雪
に
よ
り
水
路
の
水
量

が
増
え
る
な
ど
水
路
付
近
で
の

危
険
性
が
増
す
こ
と
か
ら
、
転

落
事
故
に
、
よ
り
一
層
の
注
意

が
必
要
で
す
。

高
齢
者
へ
の
声
か
け
や
、
単

独
で
の
除
雪
作
業
を
避
け
る
な

ど
、
安
全
確
保
に
十
分
配
慮
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
農

業
用
排
水
路
の
周
囲
に
気
を
配

り
、
転
落
事
故
防
止
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
産
業
観
光
課
農
村
整
備
係

（
☎
０
２
５
８
―
78
―
２
２

９
５
）

放
送
大
学
で
は
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す

（広告）

屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
行
う

と
き
、
電
線
に
近
づ
き
過
ぎ

る
と
感
電
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
。

万
一
、
誤
っ
て
電
線
を
切
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
や
切
れ
た

り
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
を
見

つ
け
た
場
合
は
、
絶
対
に
近

寄
ら
ず
、
す
ぐ
に
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
（
毎
日
24
時
間
対
応
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

―
１
７
５
―
３
６
６
）

町
民
の
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど

の
消
防
水
利
を
管
理
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

消
防
水
利
は
迅
速
な
消
火

活
動
の
た
め
に
重
要
な
設
備

で
す
。
し
か
し
降
雪
に
よ
り
、

位
置
が
分
か
り
に
く
く
な
る
、

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
時
間
が
か
か
る
な
ど
、
消

火
活
動
に
支
障
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

一
刻
も
早
い
消
火
活
動
の

た
め
に
、
自
宅
周
辺
の
消
火

栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
消
火
活
動
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
の
で
、
消
防
水

利
付
近
へ
の
駐
車
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
総
務
課
庶
務
防
災
係
（
☎
０

２
５
８
―
78
―
２
２
９
０
）

俳句ポスト俳句ポスト
（入選句）（入選句）

納税はお忘れなく！納税はお忘れなく！
今月の町税等の口座振替予定日は、

１月30日㈫１月30日㈫です。

※再振替日は２月13日㈫です。

百
選
の
丘
涼
風
と
良
寛
堂

�

長
岡
市　

松
井　

広
申　

さ
ん

光
る
汗
謎
解
き
ク
イ
ズ
楽
し
い
な

�

長
岡
市　

斉
藤　

大
地　

さ
ん

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
際
は

電
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

皆さんに町内外からの情報をお届けします。皆さんに町内外からの情報をお届けします。

新
潟
県
の
雪
情
報
サ
イ
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

（広告）

新潟学習センター
ウェブサイト

広報いずもざき　広告募集中！

町内全世帯に配布される広報いずもざきに広告を
載せてみませんか？　まずはご連絡ください。

このサイズ (A 枠 ) で通常 10,000 円 / 月

町内事業者なら半額！

町総務課 地域政策室 企画係（☎0258-78-2290）

新潟県の
雪情報

冬
期
の
農
業
用
排
水
路
等
へ

の
転
落
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

消
防
水
利
の
除
雪
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

空き家 ・ 空き地の情報をお願いします！

町では「空き家・空き地情報バンク」を開設しています。

「空き家 ・ 空き地を売りたい、 貸したい」

という方がいらっしゃいましたらぜひご

連絡ください。

【お問い合わせ】

町総務課地域政策室企画係 （☎ 0258-78-2290）

町空き家・空き地

情報バンク

令和５年 12 月 31 日現在住民基本台帳
（　）内は前月比

人口のうごき

追　　悼

池田　榮一

大谷　和弘

遠藤　繁信

吉水　ヨシ

松浦イサ子

関川　信子

孝　一　
（下小竹）
千惠子　
（伊勢町）
　辰　二　
（沢　田）
ヨ　シ　
（特　養）
範　夫　

（羽黒町５区）
憲一郎　
（上中条）

95

92

85

92

97

77

12.２

12.４

12.７

12.９

12.12

12.20

人　口

男

女

世帯数

出 生 １人

転 入 ５人

死 亡 ９人

転 出 12人

3,996人

1,923人

2,073人

1,668世帯

（－15）

（－  7）

（－  8）

（－  2）

戸  籍  の  窓
※戸籍の窓への掲載については、届け人の
希望により掲載しない場合があります。
令和５年 12 月１日～ 12 月 31 日

までの届出分・敬称略

丈夫な良い子に

５.12.２ 池田　和也
（下小竹）

直央
な　お
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広報
い
ず
も
ざ
き

１
月

号
/№

584
と

じ
る

・
保

存
す

る
・

し
あ

わ
せ

！
令

和
６

年
１

月
10

日
発

行

〒
949-4392 新

潟
県

三
島

郡
出

雲
崎

町
大

字
川

西
140

☎
（
0258）

７
８
－
３
１
１
１
　
℻
�７
８
－
４
４
８
３

http://w
w
w
.tow
n.izum

ozaki.niigata.jp

◆
発
行
・
編
集

　
出
雲
崎
町
��総
務
課

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
広

報
い
ず
も
ざ
き
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
表
紙
は
出
雲
崎

小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
あ

り
が
と
う
の
花
集
会
」
の
１

シ
ー
ン
で
す
。
こ
れ
は
小
学

生
が
育
て
た
鉢
花
や
お
米
を

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
へ
贈
り
元
気
づ
け
る
取
組

で
、
民
生
児
童
委
員
の
地
域

の
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
努

力
米
」
と
名
付
け
ら
れ
た
お

米
は
、
小
学
５
年
生
の
児
童

た
ち
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
袋
づ

め
し
て
、
手
書
き
の
ラ
ベ
ル

を
添
え
た
も
の
。
受
け
取
る

方
々
も
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
る
よ
う
で
、
い
つ
ま
で
も

続
い
て
ほ
し
い
、
あ
た
た
か

い
活
動
で
す
。
（
田
口
）

　町の地域おこし協力隊として、北
きたたに

谷美
み ほ

穂さんが12月
１日付けで任命されました。任命式で北谷さんは、こ
れまでの経験を生かし、町の魅力を発見・発信してい
きたいと意気込みを語りました。

新たに地域おこし協力隊員が着任！
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